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ノi=にJ′･汁算機関辿の関ヲ己は,知吉i■川三約形帝業の小核技術とL

て納めて盛んである√､さl仁導体托術の申新的進歩に伴うハrト

ウェア佃での発娘,佃想メモリシステムにおけるソフトウェ

ア柁術､データ〈こ--ス･ネットワーク技術に支えられたオン

ライン技術r巾でグ)f一日ヲ己など枚挙にいとまがない､一 昭仰49年壮

には新シIj-ズM180⊂7)写芭衷などがあるが,成果の土ち･ものとし

ては,データベース システム川ソフトウェアADM(Adapta-

ble Data Manager)が挙げノ〕れる.′､二のソフトウェアは,人規

校オンライン データベ【ス閏に開ヲ邑されたもので,強プJなファ

イル符判とと束枚件の試いコミュニケーション機能を帖えている.-.

圭た,HITAC 8250を才ff.卜人とLたHITAC 8700/8800リモート

バッチシステム,並びに端i末サボーート プログラムをIiトJ碓L,

システムのオンラインに備えた_.倒辺機話語とLては,丁=ilてこき

放′ト,‾英文てこをも説-みイさよる砧ノト′絹巨OCRcり問ヲ己,フレキシブ

ル ディ スクを1F卜､たフロ､ソピーー ディ スク装置,放びこれを

川いたデータエントリ システムグ)間ヲ己などが挙げられる‖ 立論;

末装吊としては,結締似令･貸付けなどの多村Llの窓=業稚

を処二叩できるオンライン川銀行古〟.;末システムなどがある､

r別御糊.汁符機l災J係では,トータル システム化に伴う拗ナナ】汁

許機システム何針戊をサボ川卜するためのコンヒュ一夕 リンケ【

ジ装1;l■■:のシリーズ■化‥汁号う二機システムのil■Ji†.i和i化を阿るたダ)グ)

プログラム フォールバ‥ノクのトi臼発などがある｡ソフトウェア

関係では,HIDICプログラム デバ･ソキング システムの允り三,

PCL用フローチャート自助作一項システムの開ヲ己などソフト

ウェア′h家作の政吉年に1廷Jする開発がある〔)また,高密性(3,200

`f二/酔jiF】了)プロセスカラーディスプレイ装置グ〕1こ成は,乍綬のシ

ステム化に大いに貢献するものと考える｡

リt務機器分野では,J桁幸lま検索川マイクロフィッシュ検索機

ノ女びインクジェット記録によるiミ▲石油シリアルプリンタのr壬臼写邑

がある｡前二芹に関辿して情報検索川シソーラスを1r_j二様的`_口.

つ1_ヒ量的に評価し,改訂やj呈紺lのための下郎トリを与える托法

を開発し､応用分野のりりヲ邑に寄与一しつつある｡計測機器関係

では,珊化羊機器としてH500高竹三能j杢j即fうて註十顕微錆,電界

放射形走炎電子蹄徽錆､新シIノーズ分光光性i汁の開発や,オー

ジェ`者十マイクロ アナライザによる二次フ亡元素分布分析技術の

l凋発などがあ･る｡

.汁測器関係では,け作能液体ガスクロマトグラフ,煙道ば

い腱測㍍三代ダストモニタなどグ)閑ヲ邑があり公丁ゴミ二l韻】係,分析作

紫のl'=馳化分野で利川できるものと考､えている｡医埼関係で

は検イ本横瀬1ミの作業のシステム化を阿った臨†末検ず壬【1勧化シ

ステム,臨味検推JIJ分析機一語諒シり【ズ化など多数の開発かあ

り,今後の引二会触祉関婚分町のヲ邑J娃に対処している｡
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4.1電子計算機巳及び周辺･端末機器

4.1.1電子計算機

大規模オンライン データ ベース システム用
A DMの開発

ADM〔Adaptable Data Manager)は,EDOS-MSO

(Extended Disk Operating System-Multi-Stage Operat-

ion)のもとでiミ1Jj性に統†ナ化された人規模オンライン デM夕

べー1ス システムのノ珪設をⅠ†指す†ユこ範なユーザMを支える世界

姑ill㌔i水準のデータ ベー1ス マネジメント システムである｡

う三な才キ上去を二大に述べる｡

(1)臓ノJろ､･ファイル管ヤE機能と一束秋作の高いコミュニケーシ

ョン機能を,ユ【ザ【 プログラムとの簡妨なインタフェース

に+二リリ三.呪できる(いズ1a)｢､

(2)すへレ【ティング システムとユ【サー ブログラムとの

インタフェーース部分を一切り離し,この部分を範【f】管珊すると

とい二,システムヂ百子煉の有効活用と処理効ヰくの1rり__卜を図るた

れ オペレーティング システムに対Lてこれらに必要な機了氾

を拡駁したシステムとなっている｡

(3)ユーザー システムの継続的,段隅的建設を支えるたれ

ユーザー システムの拡ジュ主役び迩ノー捕三嶋の変化に対する柔軟作

と,貴之油化に対する考Ⅰ鼓が卜分に七､われている｡

システム構成を次に述べる什ヌIb)｡

く1)システム コントロ【ルは,システムノ女びユーザー フロ

グラムの開始､停l卜/女びシステムリ三行中のすべての処稚をコ

ントロールするADMの小枇部分である｡(2)システムサポー

トは,システムイこ休の他の他成要素に八J由のサⅧビスを行な

うシステムニF亡‡頃符珊,システム ロギング モジュ【ルなどの災

まりである_.(3)コ ミュニケーーション フロセ､ソサは,オペレー

ティ ング システムとのイ ンタフェースを含む通イ.=ul線,端末

グ)処J‡巨ノ女びトランザクション,メ

乙･どのメリセージ操作を千jこなう

ザ= プログラムかご)の要求によ

するr､(5)1上+花ユーティ りティは､

ソセージ交換及び仝.言iI形処f里

(4)データ アクセスは,ユーーー

l),デ【夕 べ【スをアクセス

システム,データ ノヾ-ス,

ユーザー プログラム及び機1庶†米.穫の左+転を子寸なう｡(6)維持ユ

ーティりティは,チーター ベースの内報如裁や川手k,システム

の椋刺北i妃の解付H女びシステム

データ及びメッセージのアクセス

をマルチタスクで行なう機能

ユーザープログラムとデータの独

立化機能

データの特性に応じた各種のデー

タ編成壊能

メッセージスケジューリング機能

チェックポイントリスタート横死

機密保護機能

コマンドによるシステムの集中管

理郵巨

システム運用を支援する各種ユー

ティリティ群

(∂)ADMの機能一覧

ライフ㌧ラリの維+ヰを行なう(

システム コントロール

システム サポート

コミューニケーシ】ンプロセッサ

データ
システム定恭

アクセス ｢ユーティリサイ

システム

奉.体

ユーテイ

ADM
定 義
ユーデイ

リチイ f
‡

弊l′軍諾竿t

データベース定

義ユーティリティ

プログラム定蓉

ユ…ティIノライ

培密保護定義

キーティりテイ

チエ夕べTス構

造維持ユーティリ

ティ

デ丁タ ベース回

復ユーティリティ

システ.ムライブ

ラリ維持ユーティ
Ijティ

統派析

ユーティりテイ

(b)ADMのシステム構成
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HITAC 8250を端末としたH‖‾AC 8700/8800

リモート ノヾッチ システムを開発

リモ∽ト バッチ処押は,バッチ ジョブを追ドたり也の端人か

ら池†i一帥l線を経山して中火処坪システムに送イ‾i言L､その処理

純一果を端末て′乏イ‾こ言するものであり,次の利点をもつ｡

(1)ジョブ処理のターンアラウンド タイムが如くなる(-

(2)Jム範な地域かいい火の人形屯J'一計算機の二亡:と1一三iな資源を共

IifJ不Ij糊できる-,

ニのシステムでは,端末脚=二あるHITAC 8250グ)NDO S

(New Disc Operating System)の‾rこで効く端盲人プログラム

RESP(Remote Batch Station Program)が,中央側の

HITAC 8700′/88000S7システムとジョブの技′乏を行なう｡

Il-火側では,リモート バッチ ジョブは､他のバ､ソナ ジョブ

とぃり様に処理きれる<〕また,立Jム;末に屯十.汁算機を用いるこの

方J〔の仁ミ送制御手順は,人量データのi払出な送イi一言を臼的とし

たものであり,従火グ)ノJ式に比べ,人帖に【川縁の使用効率が

山卜L,小央側の屯十計算機の員不fレトさくなっている｡

磁気

テ…プ

ディスク

カードlトダ ラインプリンタ
パンチ

ジョブの送信

ジョブの受信

2,400～48,000bps

リモート バッチ システムの構成

リモート バッチ端末サポート プログラム

"R E S P''

中形′.宅イ･計算機(HITAC8250)を大形`【‾は十計算機(HITAC

8700/8600)のリモート パッチ端末として動作させるプログ

ラム"RESP''(Remote Batch Station Program)を開発し

た｡HITAC8250は,リモート パソナ専用端末にも位用可能

であるが,リモート バッチ処理と,人山力の多い定常業務な

どのローカル バッチ処理の組合せにイか‡jすれば,占十算料金の

低下とサービスの向上が可能である｡"RESP'-はこのように

処】理の分f放と集中の両方の利点を生かす運用法を目的にし,

次の特技をもつ｡(1)リモート バッチ端末処理と並行して,入

出力装置及びメモリが許されるかぎり,他のロMカル ′ヾッチ

ジョブを実行できる｡(2)中火と送′受信するジョブ及びユーザ
ー

ファイルの入山力装置として,カMド読取機,ラインプリ

＼
中央へ転送

するファイル

＼

魂

通常のリモート

バッチジョブ

切換先装置指定

ファイルに関する′巧メータ

ファイルAを格納するため

中央で実行されるカタラム

ンタ以外に,磁試テープ,磁気

ディスクが位相可能である｡(3)

入出力装置の自動切換えが可能

である｡例えば,ユーザー ファ

イルを中央に送イ言する場合,フ

ァイルに関するパラメⅦタをカ

ード読取機より入力し,ファイ

ルを耳滋気テープより入力できる｡

(4)回線の有効利用を目的に,伝

送レコードの1主縮とブロッキン

グを行なうので実字享回線速度が

約2.5イ･かこなる｡

中央へのユーザー ファイル転送例

高性能OCR(光学文字読取機)H-8257/H-8957

H-8257/H-8957形OCR(光学文字読取機)は,高速･高機

能の汎用OCRで,′卜形低価格の汎用形OCRとしてユーザ

ーに好評を得ているH-8959形OCRの上位機種として通商産

業省の電子計算機等閑党促進費補肋金を受けて開発されたも

のである｡H-8257形はHITAC8000シリーズ電-r計算機に直

接接続されて使用される中央処理装置(CPU)直結タイプで,

H-8957形は読み取った結果を磁気テープ装置に出力するオフ

ライン タイ70のOCRである｡この機械の外観及び主要件能

は図及び表に示すとおりで,次のような特長をもっている｡

(1)望苗な読取字椎｡ 電十計算機への入力デ〟タは,英数′iノ:

でコード化されるものが大部分であるが,この機械では一千‾.暮‡

きの数字,英文字,各種のOCR泊ノ了二で印′ナニされた英数ナj'二枚

びマークなどのいずれでも読収り可能であるr,

(2)帳票フォーマットの白山性が大きい｡ 従丸 OCRは

帳票のレイアウトに多くの制約があり,ややもすれば機械_i三

体の帳票設計を強いられてきた.,この機械では,はがきの-'1七

っ〉の人きさからA4サイズの帳票まで取I)扱え,Lかも縦上主,

横-kなどの制約がないうえ,同一-･行内に手書き文字,泊ノ‾j■二か

i比存していてもよいなど,帳票設計の自由性が1｢り上しているr｡

(3)リジェクト文字(読み取れなかった文字)ク)処月とを効率的

にできる｡ 子吉き文字を扱うOCRでは記入弟のくせなど

があり,パンチカート方式に比較Lて,リジェクト辛が■1■古く

なることは避けられなし㌧ この椀械ではリジェクト丈さトを磁

1毛テ【プに記憶して,次の‾文字を読み取′ノてしまい,セット

した帖票を仝一肌払み取った後に,リジェクト文一f二をディスプ

レイに表ホLて一一打帽止できる機能が付加きれるので装荷の

有効様軌 オペレ】タの作業効率がl戸り_卜するr､

H-8257/H-895了形OCR

H-825了/H-8957形OCRの仕様

,ぎ

jを‥

巧伯一章

項 目 仕 様

読取文 字種

手書き英数字

OCR A,B英数字

407)舌字,12F)古宇,N Z)古宇

マーク読取 り 10ROW,12ROWマーク読取り

帳 票 寸 二去

長さ:95‾-305mm

幅:了5---220mm

厚さ:0,l‾､--0.18mm

(70kg､135kg紙)

読 取 行 数
活 字:最大 34行/枚(最大了8字′/行)

手書き:最大 28行//枚(最大40字/行)

処 ≡哩 速 度

最大:400枚/分(95mm>J75mmの帳票

=子読取りのとき)

手書き文字読取速度:500字/秒

;古 宇文字読取速度:l,000字/秒

外形寸;去,重量

OCR本体寸法:幅2.5×奥行0.8二く高さ卜6(nl)

重量I′200鴫

出力用磁気テープ装置:幅0_9二く奥行0.6×高さl･了(nl)

重量 220kg
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HITAC 8350/8450

ブロック マルチ プレクサ チャネル

鼓近の電子計算機システムにおいては,ファイルの大容量

化は必要不可欠なものとなっている｡この装置は,これら顧

客の要請に応ずるため開発きれたものであり,H-8549/8589形

大容量ディスク装置の接続が可能となった｡

この装置は従来のセレクタ チャネルより高過であり(最大

1MB/秒),掛二多重処理機能をもったものであるが,セレク

タ チャネルが命令群(コマンド チェイン)の処理を1台のチ

ャネルに1台の入出力装置を占有させて処理していたのに対

して,同時に多数の入出力装置(貴大サブ チャネル数まで)を

時分割して多重処理する点に最大の特徴がある｡この結果,

ディスク装置の位置決め時間,レコード探索時間とい一〕た待

ち時間を有効に利用して同時に多数のディスク装置を動作さ

せることがセナ能となった｡

盲厳暑恥
轟
′ハ凄

〆こ′′

首

､ごI■封{∈由

■■■ヽ

I′i∧

大容量ディスク装置を接続したH-8450システム

亨｢kγ∴島

フレキシプル ディスクを用いた

フロッピー ディスク装置(FDD103)

FDDlO3フロッピー ディ スク装置は,データエントリーシ

ステムの記録杖休として開発され,か一ド約2,000校の記細谷

量をもつ超小形のディスク駆動装置である｡また各種コント

ローラのイニシャル プログラム ロード用としても使用できる｡

主な持氏を;欠に述べ,また仕様を表に示す｡

(1)ディスクはフレキシブルで,ヘッドと接触しながら書込

み,読出しを行なう｡

(2)パルス モータでリードねじを回転させ,ヘッドのアクセ

スを行なわせるが,山者の伝達にはジュネバを用いて,ヘッ

ド位置決め精度を上げている｡

(3)ジュネバの特長を生かLて,ヘッド位置決め時に必要な

保持力を保持電流なしで行なっている｡

(4)従って,消費電力･温度上昇が少なく高イ言根性が達成で

きた｡

主な仕様

外装付き

フロッピ

ーディス

ク装置

1■-
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項 目 仕 様

記 憶 容 量 1.9Mピ･ノト 2.8Mビット

セクタ フォーーマ･･/卜26セクタ 1セクタ

ビ
ット 密 度 3,268bpi

ト ラ ック 数 73十4

へ･･′卜移動時間 50ms/トラ･ソク

セリトリング時間 100ms

Ht1740データエントリーシステム

従来の80欄紙カードに代わる新しい記録媒体として注目を集

めているフロッピー ディスクを使用する,データエントリーシ

ステムを開発した｡H-1740データエントリーシステムは今後

のデータエントリーの分野において,主力機椎となることが

期待されている｡

七な特士主を.次に述べる｡

(1)フロッピー ディスクは,棟返し倖用ができるので媒体コ

ストが節減できる｡

(2)紙カ【ド約2,000杖のデータが1枚のフロッピⅥ ディス

クに入るので取扱いがはるかに容易になる｡

(3)磁;も記録の特長を生かし,装置はすべて運転音が静粛で

あるため快適な作業環j寛が得られる｡

(4)データ伝送機能の付加によリデ∬タ過信が可能である｡

装置の仕様を次に述べる｡

システムの構成機器は5機種あり,それぞれの仕様がデー

タエントリーの各業務によ く過fナしている｡

(1)H-174ト1形データ ステーション

けん盤からフロッピー ディスクへのデータ記録を基本機能

とする装置である｡レコード長は貴大128文字で,片仮名の記

録もできる｡付加機構としてペリファイ機能,第2ディスク

機構及びプリンタ接続機構がある｡

(2)H-1741-2形データ ステーション

H-1741-1形の機能に加えてデータ伝送機能(BS C方式)を

標準機能として備えている｡半二重で公衆回線で1,200BPS,

専用回線で1,200/2,400Ⅰ∋PSで通信ができる｡

(3)H-1742-1形データ ステーション

1T乙iで2人のオペレータが向かいfナい,独立してデータを

フロッピr ディスクに記言様できる｡標準機能としてペリファ

イ機能が含まれ,レコード長は80文字であるが,付加機構を

付けると128文字まで拡張できる｡

(4)H-1747-1形データ コンバータ

フロッピー ディスクから磁気テープへ,約700レコード/分

でデータを変換することを標準機能とする装置である｡付加

機構を付けることによって,磁気テープからフロッピー ディ

スクヘデータ変換ができ,テー7d データの伝送ができる｡デー

タ通信機能の仕様はH-1741-2形と同じである｡

(5)H-1713-1形プリンタ

フロッピー ディスクのデータを約100字/秒で印刷できる｡

印字数は128字/行で複写印字も可能である｡

止すiエす

二ヽ

さもF-ヾ

肌､-一仙･-･､･-1仙叫′叫Ⅶ

J7

H-1了41形テヱ一夕 ステーション
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EDOS-MSO及びOS7におけるH-8589大容

量ディスク装置サポート プログラムの開発

銀行オンラインなどの大規柁オンライン システムでは,フ

ァイルの脊岩が増大の一一途をたどり,Hr8576集団ディスクで

数十スピンドルにも嬉している｡このため大･11りIニラシステム

のオペレーーティ ン ダ ンステムであるOS 7,E D O S-MSO

(Extended Disk Oprating System-Multi-Stage Opera-

tions)において,1970fドイじ斗ばの人･小形システムのlい為に

おける諾ぎ要に応ずることを臼的とし,H-8589ディスク装置サ

ポート プログラムを1凋発した｡これにより,

(1)_呪在のH-8578#三l‾､叶ディスク数十スピンドルにも 卜ぼる大

谷三1圭ファイル所有ユーザーのボリューム数を約ブイにすること

により,ポリユ【ムの管ガ旦,道常が谷易になる｡

(2)ビット当たりイ托コストのディ スクを碓供することによっ

て,中｢川フ7イル,ワーク ファイルを磁1(テMブからディス

クに不多行させ,ユーザー ジョブのセット アップ時間を知プ結

することができる｡

(3)統計帖報のロギングによりノ､一ドゥェアの化さ守什を強化

することができる｡

(4)H-8589ディスク装置の担1転位苫検出機能,マルチ りクエ

スト機能の利用によって,トータル スル【プットがl叶卜され

る｡

などの特壬妄をもち,‾人形システムとしてHITAC 8800/S700

システムではO S7によるサポートがなされ,大･中形シス

テムとしてHITAC 8700/8450/8350システムでは,EDOS-

MSOによるH-8589ディスク装置サポート プログラムが朋党

された｡

オンライン毒艮行端未システム

この端末システムは,H-9133端末制御装置,及びH-9581デー

タフロント(窓Il装置)などの入=力装置から構成され,銀行

を▼トとした令融機関のオンライン用とLて開発されたもので

ある(〕端末制御装置はマイクロ プログラムプ7式を採用し,デー

タフロント,ツインタイパ,オートキャッシャ,ライ ンプリ

ンタなどの入出力装置を最大4～12f?まで同時制御し,1,200

又は2,400ビット/秒の辿性でオンライン過イiiが可能である〔,な

お人山カー装置の制御台数,及びオフライン処摺機能のイ】‾無に

より,機椎としてH-9133-11形,同12形,同61形の3手車がある(⊃

H-9581データフロントは,二のシステムの米本となる人亡11

力装置で,1了㌔で各種析令,貸付などの多科｢寸の窓U業務を

処理でき,テンキーによるデータ人力機了柁のほかに次のよう

な豊乍こiなオプション機能を備えているLJ(1)タイプライタ キ【

ユニット,(2)認承印字機構,(3)トランザクション自動表ホ器,

(4)赤黒リボン自動切替機構,(5)その他し-

-■■ -■
御 申

繋≒〉, 鮮 獲漁 -

什9133端末システム

H-9911ブラウン管(CRT)複合端末装置

ニの装置は,制御部にブラウン管(CRT)ディスプレイ,

及びライン プリンタ各1千丁か接続された,機合形オンライン

端末である｡

装置の主な特1一主は次のとおりである｡

(1)ディスプレイ衷ホ仕様:CRT12インチ線色表ホ(P39),

棋64ナト,縦16打＋0行炎ホ(i‥州fのイーー_Lに16†ト大小きれる)､

‾丈′i･ニフォント供14×縦10,表′J二丈′i･:仲芙白128

(2)ディスプレイ フォーマット制御:オペレrタ推作をノ存妨

にするため,けん盤入力用,ソフト介在による特定パターン衷

ホ用,センタからの回答帖雑用の3エリアに分拝り表ホが‾叶能｡

(3)ライン プリンタ仕様:デュアル プラテン方式,52ノナ:/

行印1二､印tj･二速性毎分150行

(4)オプション･拡舶什:けん盤プリンタ妓大2千言までオプシ

ョン桜紙が叶能｡

二の装1乙-;三は､日本l二上三1イj‾鉄道いMARS202''川体十約システム

川に開発されたむので,センターとは2,400ビット/秒モデム

州税で桜紙されるr.､

H-9911ブラウン管

(CRT)複合端末装

置

HITAC 5ビリング コンピュータ

HITAC 5は,従来のHITAClの後継機とし,製造業,

流.近業などの帖ノムいユ【サーを対象として開発されたどリン

グ コンピュータ(仁ミ票発行会話十機)である｡

主な特土主をi欠に述べる｡

(1)このクラスのノ在イー計算機では,プログ.ラムの煤休として

一一般に紙テ∽プが他用されているが,この竜一ナ計算機は磁;毛

カードをす末梢しているため,プログラムのロード操作が簡似

化され,またプログラムの仰管にも他利である｡

(2)ソフトウェア面では,プログラム作成時に記述誤りの

才拝′Jこ/女び帽止が会f抑F壬J℃で叶能であるアセンブラし子.漑,Bill-

ing Oriented ConversationalAssembler LanguageI,ⅠⅠ

(BOCALI,ⅠⅠ)が川点されており,才呂幼にプログラムを作

I戊することができる｢.

(3)データメモリ とプログラムメモりが分離されているため,

HITAC 5ビリング コンピュータ

プログラムの作成が

容易である｡

また,豊富なメモリ

谷完:(一枚人デーータメ

モリ,128ワ【ド プ

ログラム メモリ,

1,024ステップ)をも

つため,広範囲な業

務の事務処月もが可能

である｡
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HITAClOII用システム フ○ログラム

PS10Eの開発

超小形`iE-‾r計第二椛HITAClOの後継恍であるHITAClOlT

のシステム プログラムとLて,コア メモリ又はディ スク/

ドラムをベースにLたゾ三崎r‡り処珊システムl｢】jきのPSlOEを朋

党した｡二のシステムの朽1主は二大のとjiリであI),帥々のア

プリケーションにイ射‡Jされている｡

(1)特殊入出力機器の接続によるシステムの拡リ1主が叶能なこ

と｡

(2)業務にん訂じた址適なシステムの偶成がとれること｡

(3)オンライン実時間処押ノ之び:=･ii務データ処珊をサポートす

ること｡

(4)入出力装市放びプログラムの多市処+叩が‖√能なこと｡

PSlOE

口

-

ダ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

通
信
管
理

デ
ー
タ
管
理

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

ア
セ
ン
ブ
ラ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
保
守

ボ
リ
ュ
ー
ム
保
守

デ
バ
ッ
グ
支
援

ソ
ー
ト
マ
ー
ジ

浮
動
小
数
点
演
算

パ
ッ
ケ
ー
ジ

PS10Eシステムの構成

盤棚題艶盗艶弦接鋭訟親潮蛸

4.1.2制御用電子計算ヰ幾

オンライン制御用の系切替え高イ言粗イヒニ重系

電子計算機システム

′完了一計算機制御で,制御の■r]断を許さないほど高い信相作

が要求される場fナには,ハードウェアには二重系電子計算機

が,ソフトウェアには,出力の｢連続竹三+を保つための系切替え

制御が必要になる｡出力の｢連続惟+は,アプリケーションによ

って種々のレベルがある｡ここではこのレベルを巧▲l患すること

で,系切替え時に,出ノJの脱清･垂綬を起こさせない,処月ミ

能力の高い二重系電子計算機システムを提案できた｡従系を

主系に切り替える場合は,従系でまだ消去されていない計算

要求から,処王聖を継続する｡また,系切替え制御のための占十

算機負荷が少なく,またプログラムも簡単なため,電一千計算

機の処王朝巨力が,従来方式に比べて約1.2～1.5倍向上する.J

なお,この方式は,

=ミラ‾P-5l

ニモ㌻P･74

計算機システム

(主系)

ヽヽ

ある管j哩制御システムに採用されている｡

帝都高速度交通営団向け鉄道業務総合システム

帝都高速度交通営団有楽町線納め運行管理システムを完成

(従系)

セヮ

′学芸†デー

l
L___.■

セット

′∨▲

_●__J
l

プロセスL_●_________…_‖叩__j(計算要式)
l

(制御) (アンサーパック)

提案方式の原王里
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注: タスク

テーブル

(○は提案方式で
追加きれるタスク)

◆■■起動と情報の
流れ

■-.....テーブルの読み
書き

プログラム フォーノレバックによるリアノレタ

イム システムの高信頬イヒ

大規模なリアルタイム システムでは,電了一計算機は上主時榊

放持せずに動作することが要求される｡ハードウェアの故障

によるシステムの作止はi域少したが,逆にわずかなプログラ

ム エラーが,システム全休をダウンさせるようになった｡

そこで､プログラム エラーが発生したとき,故障部分だけ

を切り株し,残りの部分で仕事を続けさせるためのプログラ

ム フォールバック手法を開発した｡この手法は,プログラム

とプログラムの関係を,情報の流れる‾方1｢りと,その情報を保

持するテーブルの性質によって表現し,そのプログラム不‖二/ヱニ

関係から,プログラム エラーの影響範囲と,必要音を/川取の切

古雅し範囲とを決定するものである｡

テーブルの件質は,

(1)兆態テーブル…

(2)制御テーブル･…

(3)制約テーブル･…

フ欠に述べる3車卓矯に分芙戻した｡

仕事の内容を保持する｡

仕事の指示を保持する｡

仕事の禁止,許可二状態を保持する｡

プログラム エラ【の影響範囲は,エラー プログラムより

‾卜流に位言ぎ呈するプログラムの集でナである｡切離し範囲は,エ

ラーー プログラムの下流に位置するテ【ブルのうち,寸犬態テー

ブルだけを読むプログラムなどである｡

ニのフォールバック手法は,ある列車運行管理システムに

適川された｡二のシステムのすべてのプログラムを5偶のグ

ルー1プに分け,それぞれに切離しの範囲((a)仝プログラム,

(b)プログラム群,(c)1個のプログラム,(d)プログラムの-一増β,

(e)1仰のテ【ブル)を与えた｡二れにより既に数回,わずか

なプログラム エラ【によるシステム停1トニを防いでいる｡

H-8300up,lBM-370/HIDICプログラム
テrノヾッギング システムの開発

H-8300up,IBM-370/HIDICプログラム デバッギング シ

ステム(PDS)は,次の三けにをもっている｡

(1)HIDICシリーズ(HIDIC150,HIDIC350,HIDIC500)

のプログラム作成,デバッグが行なえる｡

(2)ユーザーI叶持の_卜位電子計算機利偶により,オンライン

中の`電子計算機とは別の電子計算機でプログラム作成デバッ

グが行なえる｡

(3)_卜位電子計算機を利用し,プログラムの実行,プロセス

人山力を含む入r†1力装荷などのシミュレーション結果が出力

され,デバッグ効率が良い｡

PDSは,上位乍E了一計算機のすペレーティング システムのも

とで1ジョブとして実行される｡

H-8300up,lBM-3了0/H旧IC PDS適用構成

区分

項目
H-8300up lBM-370

適用システム TDOS,DOS,EDOS,EDOS-MSO lBM-OS

必要コア容量 125KB t30KB

イ重用入出 力 C/R,+/P,DISC,M/T(オプション)8デッキ

装 置 C/P(オプション),PTP(オプション)

ディスク容量 202シリンダ l′845トラック

注:TDOS=Tape Disc Ope｢ating System

DOS=Dis(〕Ope｢ating System

EDOS-MSO=Exlend Diso Ope｢at‥1g System-Mu=lSta〔才e Operation
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HIDICシリーズ用コンピュータ リンケージ装置

R立製作所は,舷近とみに高まってきた,プロセス制御の

トータル化に伴う柁fナ電--j7･計算機システム構成をサポートす

るための,コンビュ【タリンケージ装置のシり】ズ化を完成

L7∴ ニのシリーズは,制御用`五十計算機HIDICシリーズ､閃

の結今はもちろんのこと,他什電十計算機とグ)結でナ,才～お末装

置との結ナナも可能であり,ドlに示すように伝j去距離とデータ

転送速度により,韓過の-)ンケージ装置を選択できるように

構成している｡

各装置のてi三な三拝良ほ二大のとおりである〔〕

(1)CLC-P

2台の電子計算機を1対1で結†ナL,16ビット パラレルで

比較rl勺近距維の■てlプi速データ十よ送を行ない,士妄距維用アダプタ

を接続することにより,500mまで仁二道吋能なCLC-PRとす

ることができる｡

ソフトウェアの処月汁仁を低■卜させないよう,コンテンショ

ン始動方J二〔を托用し,仲川するコマント及びデータは,一瀧

の人.■1りJ装置と】tij-･♂)11丈り+及いができるようぢ‾促している｡

(2)DFW

l本の向軸線を使用Lた,高速シリアル†ノミ送に.よるルr7

式ライン シェアリング システムで,工【拝照の什も減,システ

ムの拡≠～作,マルチ コンビュ【タ ネ､ソトワークの梢呟か‾叶

台巨などの三拝にをもつ｡〕また,場内のフロセス制御をこi三眼とす

ることから,特に,放阿グ)秘所化,ノイズ'対策などのイ1浦川三

について巧･慮を払っている｡

(3)CLC-M

HIDIC700に接続されるフロント エンド タイプの過イし榊J

御専用プロセ‥ノサで,HIDIC 350を処ゼ招き置として川いてい

る(⊃ 伝j去f別御子順の処理を,モジューー【ル化されたハートウェ

アとソフトウェアで分抑し,多椎多様な旭f‾._沖-1維を階ヰくよく

時分湖処埋し,拡大126【ロj線の接続,1,200BPS粍節40｢i-‾jl綿の

｢｢恥キ処理が可能である｡

(4)CLC-S

l,200BPS以‾Fの鵜本モーードの†ム送制征り千肘iをサボーー卜す

る_Fi=t-･1叫緑川通†言制御装荷であり,1対1(′)結†HIJ,又はCLC

Mの端;未側適イ云甜J御装置とLて仲村する｡

(5)CLC-H

2,400BPS以_卜の帖搬モ【ド♂)仁ミj引テり御子順をサボーーートす

る_ril---一巾】線用過イ言制御装置であり,仁ミ送‾制御｢順の一一J一子!ユを,

モジュール化されたハードウエアで分川することにより,48

K BPSまでのi巧油伝送が可能であるし.

KOO

OK

K

OO

(
怠
＼
エ
†
て
)
磯
村
朔
凝
吼
-
恥

イ
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H-7470

DFW

二言蒜冒､､､
DFWヽ

H 7410

CLC-M

H 7458

CLC H

H-7455/7456
CLC〟S

リンケージ装置の

種三醍と適用睾巨囲

0.1 1 10 100

伝送距離(km)

H-7836形高密度(3,200字/画面)プロセス
カラー ディスプレイ装置

屯九 鉄鋼,上‾卜水道など韓近のプラントグ)人形化,逆転

系統♂)枚雑化に付い､システム全体の管王里,‾制御,プロセス

の系統表ホなどに用いられるプロセス カラー ディス7nレイ

に対して,-･L叫咄三11たりの表示文字の増加,データのrT一丁i連転

j去,l'11確で拭いやすい入力千f貨,臼巾度の高い作画機能など,

よりi‡TTj度の機能が繋求されている｡

二れノブの要求をi満たすため,満解イ象度カラーCathode
Ray

Tube(CRT),ライトペン,及び大容量グ)苦拝え可能メモ

りなどを備えたH-7836形プロセス カラー ディスプレイ装置

をIユH発した(｢

上な牛十上之を一次に述べる._､

(.1)･1叫両に丈′】･二や｢叶素を3,200まで表示でき,上1∴)貴人896

純までのl【tli素をメモリに計忙こLて精密な絵を才r7iける〔〕

(2)前方ユ†卜せ表ホにより,色追いグ)線やl力了の無理のない交さ

が可能なためR然な絵が才｢いナる｡､

(3)ライトペンは=棚ni_Ⅰ二の文下や画素の位置をノ屯十計算俄に

知J〕せる概能のほか,内L如一疑下段の丈′アニや画素を拾って痢而

を偶成Lたり,行州立に消去したりする両面編集機能をもつ･_)

(4)2セノテ:/秒の稲越データ転送により,急速に変化する耐如

の京王ホができる｡

(5)ブリンク,カーソル スキップ,て才子鞘機能などに加え,2

イJ千サイズグ)丈′ト大小,半行シフト表ホなどの新しい機能をも

ち見やすいIl【巾巾を作戊できる:.

トト7β36形高密度プロセス カラー ディスプレイ装置の仕様

項 目 標 準 仕 様

l表 示 管 20インチ高解像度カラーCRT

絹仁げ仁ピい:潤一｡二
.

表

方示

示

字
一
卜

刀て

基 本

ダブル

作 画

ラ イト

け ん

オプション

転 送 速 度

式≡ ラスタスキャン方式

亀■ 7色(白,赤,緑,青,黄,シアン,

撃⊥墜至_三型里璽_≡ヱ⊥三旦型璽
構成!文字 5×7,画素 7>く8

矩

機 能

64種英数字,64種仮名及び特殊記号

+lS

倍サイズ表示機能

半行シフト表示機能

_+三
メモリ

機 能

ンク棟能

ソル スキップ機能

マゼンタ)

二つのメモリの情報をピュア上で重ね合わせるし

最大384画素 (メモリ0用)1をメモリに

ト阜杢旦埋璽草(と至-⊥土一旦⊥■一軍些竺与
ベンl割込機能及び画面編集機能

堅_l__華撃阜__埋草ヱヱとヱとチ_L至_二f一隻些
l20′000字/秒(0.16秒′画面)

J㌔㌦♂

囁繋

脚

H一丁836形高密

度プロセス カ

ラー ディスプ

レイ装置

33



34 日立評論 VO+.57 No.川9了5-り

PC+用フローチャート自動作【司システム

"HIFJOW',

"HIFLOW‥ は,制御用高級言語Process C｡ntr｡ILan.

guage(PCL)を用いて作られたプログラムのフローチャー

トのドキュメント作業を自動化するシステムであり,ソース

プログラムを電イ･計算機(HITAC8300up,又はIBM360/

370)に入力するだけで,そのフローチャートがⅩ-Yプロッタ

上に作成される｡このシステムの性能は,従来の手書き図面

に比べて,次のような特長をもっている｡(1)作図密度は,2

～3倍｡(2)作図スピードは,十数倍｡(3)作図費用は数分の一｡
以上,ドキュメント作業の合理化に大いに力を発揮するも

のと期待されている｡

熱暑言ビリ1王ドこHAトjヨ､′N

彩顎;エアeぢ≦糸｡∧･｡ぞて

竺‡Ⅳ
ふて;･?

仙
£
こ
∵
心

一m

_

【

容

‥噛

倭

■倦

蘇

毎嘩tiL

;:章一 ぞ

｢+ぺ

ニ

1肝.一柳TL′諾ヒ:記:
宗羊空㍊喜E紆▲弘二

指賢畠二加一
Fr)1M〈｢

蔓

l`HIFLOW”の出力例

芝
ゴ
叫

制御用電子計算機HIDIC 500の64K語システ

ムを完成

制御用電子計算機HIDIC500は,HIDICシリーズの中形機

として小形から中形までの広い用途に応じ得ろ柔軟な拡鮎性

をもった機種として開発したものであるが,二最近のシステム

需要である記憾容量増大の傾向に対処するため,従来32K語

であった克之大記憶容量を64K語とLた｡これによりHIDIC500

は従来の計算機制御システムのわくを超えて物流,交通､電

力,化学,鉄鋼及びその他一月辻産業の生産管理,情報制御シ

ステムヘの適用が可能となった｡これにより,HIDICシリー

ズは′ト形機HIDIC150,応答件の良い中形機HIDIC350,情

報処理能力に重点を置いた大形機HIDIC700と合わせて4機

椎がそろい,高性能シリーズ体系がう三成Lた｡

HIDICシリーズの主な仕様を表に示す｡

制御用電子計算機HIDICシリーズの主な仕様

項 目
横寺玉

川DICI5D H】DIC350 HIDIC 500 HIDIC 700

記憶容量(K語) 4､16 4～32 4～64 16～128

メモリサイクルタイム

(一′JS)
0.9 0.9 0.9 0,9

語 長(ビット) 16 16 16 16

璧
数

(基 本) 21 2I 柑 32

(オプション) 柑 10 19 5

入

出

力

(基 本) PCK) PC10 PC10
PC10＋

SELチャネル

(貢;三ごン)SELl SE+2
SELl

MPX8

MP)く及び

10P

割込要国数 64 128 128 Z56

寸 法(mm)

幅495×高さ300 幅600×高さl.230 幅600×高さl-950 幅600×高さl-950

×奥行350,又は ×奥行600,又は ×奥行600 ×奥行600～
幅480×高さ3事0 幅600メ:高さl,950 幅l,郎0×高さl′950
×奥行650 ×奥行600 ×奥行600
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4.1.3 ハイブリッド計算ヰ幾

哨一戒訓練用シミュレータの開発

吋成訓練用シミュレータは,水上飛行艇(PS-1判)の対

潜哨城訓練を目的として,ドガ繰卜庁の指j轄のもとに新【甘柿口工業

株式会社と協同開発Lたチーム訓練用シミュレータである｡

このシミュレータは,地上において水上飛行艇の搭乗日が各

椎センサ群から和られる肺報を総介的に把捉L,過切なU郎戌

作業を迅速に実行するため,単に機器の拙作法を習熟するだ

けでなく,的確な肺幸帥j断,及び搭東員和ノ‾川】の辿係抹作の

訓練を行なうととい二,訓練結果に対する個人及びチームと

しての評価,また対潜哨戒の研究開発に関する北礎的溌料を

収集することを目的として開発された｡

このシミュレータの構成装置の概要は次のとょiリである｡

(1)搭東員1ミ:実機と同様な機器の配置,推作手順で哨戒訓

練を可能とする(新明和工業株式会社担当)｡

(2)教′打卓:各搭乗主iの操作内容の監視.シミュレータ全体

のシステム制御,訓練条件の設定,訓練結果及び評価の印字

制御を行なう｡

(3)目標操作員中:目標物の設延,制御ノ女び状態の表ホを行

なう｡

(4)中央処理装置:3台の高速,高性能ノ＼イブリソド用ディ

ジタル処王里装置(メモリ容量104K語)から構成され,システ

ムの管理統合,訓練問題の処理,臼機及び目標物の動特性処

理並びに水中斉響伝搬特性などの処理を行なう｡

(5)リンケージ:中央処理装置と他装置とを有機的に結合し

各純仁号の変換及び制御を行なう｡

(6)疑似信号発生装置:搭来員室の各種機器の抹作結鼠 及

び中央処理装置の演算処理結果により,終杜疑似イ言号(吉野,

電波)を発生する｡

(7)状況表示装置:自機､目標物の航跡,及び投下物の位置

などの訓練場面を総合的にスクリーンに表示する(新明和工

業株式会社担当)｡

シミュレータの特長を次に述べる｡

(1)このンミュレ【タは昭43～45年度製作のP-2J用哨戒訓

練用シミュレータと類似のシステムであり,(a)データ処理性,

(b)復姓な信号形態,(c)リアルタイム性,(d)忠実度が要求され

た｡従って,システムとしてはP-2Jと同様マルチ プロセッ

サ方式を採用したが､P-2Jに比べ訓練対象機器の増加(ソ

ーナ,波高計など),システムのレベルアップに伴い,よI)数

多くのデータ(約2,000本の信号授受)の枇扱い及び高速演算

処理が必要となった｡この問題に対処するため,その後開発

した高速･高性能ハイプリソド用ディジタル処理装置DDPC-2

を中心としたシステムとした｡

(2)音響関係のシミュレーションを重視し､海中音伝搬特性,

及び擬音の発生については特に忠実に模擬をした｡

(3)シミュレータとして必要な制御,監視機能などは教官卓

に集中させて配置させたため,シミュレータの集中管]哩がで

き,また淑子兄表示装置による訓練状況の把手坑 及び訓練の再

現,更に主要な訓練データは自動的に印寸二されるため,訓練

評価,及び指導が容易且つ効果的に行なえ,研究開発にも利

用できる｡
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4.2 事務機器

一情報検索用マイクロフィッシュ自動検索ヰ幾

情報検索糊マイクロフィッシュ自動検索機を開発した｡)‾文

吉,資料,帳票,岡向,′写真などのイメージ情報をマイクロ

フィッシュ フイルムに堀影し,乍謹日寺間で検索テ■ィ スプレイす

ることにより有効な括絹を■吋能にした｡

また′i一己ナビ汁算機との結合により大量の情報管理や検索,更

新などのシステム的総合活用が吋能である｡

マイクロフィッシュ検索機(MR-600)の仕様を表に.外

観を図にホす｡

主な牛吉良を二大に述べる｡

(1)一般マイクロフィッシュ及びComputer Output Micro-

film(COM)フ ィッシュを同時に扱える.っ

(2)マイクロフィッシュはジャケットに挿入する方式で,フ

イルムはきずが付いたり,曲がったりしない｡また,COM

などの極めて薄いフイルムが扱える｡

(3)ジャケットにアドレスを付けており,マイクロフイ･ソシ

ュには直接加工をLない｡マイクロフィ ッシュの交枚はジャ

ケソトにフイルムを差し換えるだけでよい｡

(4)マイクロフィッシュは30枚単位のカセ

ているため,情報分類や管理が容易であり,

卜にまとめられ

またシステムの

す広搬作に7吉んでいるr】

(5)電子計算機とのオンライン接続が可能であー),システム

構成が容易である｡

図にミニコンピュータと接続したシステム構成例をホす｡

なお必要に応じてハード コピーをとるための装置として,M

P-600形のマイクロフイ､ソシュ検索機も開発されている｡

マイクロフィッシュ検索機(MR-600)仕様

＼

ーーーーー

/
‾

マイクロフィッシュ検索

オ幾(MR-600)

項 目 仕 様

電圧,周波数
AC】00V

50Hz,又は60Hz

電力容量 500VA

イ重用フイルム
一般マイクロフィツ

シュ(COSATり
COMフィッシュ

フィッシュ サイズ 105mmX148.75mm

収讃内フィッシュ枚数 600枚(20カセット)

平均アクセス タイム 約4.5秒

スクリーン サイズ 300rDmX460mm

≡二;}.什--0Ⅰ】{三】:K
注:

CR=カード読取横

丁R=テープ読取機

+UT二回線接続装置

MT=磁気テープ装置

TCE=端末制御装置

KBP=キーボードプリンタ

CRT=ディスプレイ蓑置

システム構成例

LUT

l

MR-600

¶琵

M‾-M‾TCE‾tK芸T

統計自勺′くラメ一夕による

･情幸艮検索用シソーラスの評価技法

マイクロフィ ッシュ検索機などを用いた駐近の情報検索シ

ステムには,伸雄な構造をもつ大容量の蓄積情報の中から,

必要な情報を的確に検索する機能が強く要求されている｡こ

の要求を一夫現するためには,検索のキーポイ ントとなるキ【

ワ【ドの体系(シソーラス)を適正に構成することが技術的

要締となる｡従来,シソーラスの評価は,システムの検束絹巨

率などを介して間接的に行なわれていた｡今回,シソーラス

を直接的,且つ与主星的に評価し,改訂や退択のための明確な

下#トリを与え得る技法を開発Lた｡この技法の骨十は,｢活

用率+及び｢同姓係数+と呼ばれる2種類の統計的パラメt

喜多

∈多
情報群

頬分

割
当
て

シソー

ラス

打1り
斤2..J

け几

〃
八
:
.
〃
几
;
.

け八

注:
トワード群

主審
鬱
分類結果のクラス群

1.活用率が高い=各クラスの大きさの一様性

0一 が高い｡
▲ ▲

2.関連係数が低い=各クラス間の冗長性(*)

0_____+ が低い｡
▲ ▲

評価パラメータの直観的な意味

タによって,シソ【ラスク)

情報分類能力を数値的に把

+雀する点にある｡この技法

による評価値を指標にして,

｢事故記録検索用のシソー

ラス+の改訂を行なった結

果,情事鮎識別機能を2倍以

上増大すると同時に,キー

ワード問の意味的冗良性を

約10%i成少することができ

た｡この技f去は,椎々の′隅

報分野におけるコード体系

の評価にも適用可能:である｡

インクジェット言己録による

高速シリアノレ プリンタ

静粛,且つ高速の印字及びグラフイソク表示のプリントを

可能にし,小文字による多けた化,用頚洗省資源化を目的とす

る技術計算,諸統計作表偶のプリンタを試作した｡

その仕様は可変にできるが,代表的な例を;欠に述べる｡

(1)用紙サイズ:A3又はA4及び297mm幅連続長尺

(2)文工i二:9ポイント清′i二相当(21字/インチ),5×7トソト構成

仙名,英数字,記号の128種類

(3)印′j･二速度:1,0001二/秒(60,000字/分),280けた/分

(4)寸法:高さ500×幅400×奥行520(mIコ)(プリンタ部)

別途,汚きノj'二信号発生源,画像信号盤根電√一回路などと組み

合わせることにより,シリアルi英才:プりンタやグラフィ ック

プリ ンタとしても利用できる｡

嘲

ド 少 タ

幣憂
感澄､り蕾′…

dJ､虹

′
申
㌦

⊥
や
川

‥秒》如

尊書小野
t潔

考 ′顎

,)√り㌻デ
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インクジェット高速シリアル プリンタ
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4.3･計浪叫機器

高･性能透過電子顕微鏡

H-500形[h工■号別件能通過1電-r▲顕微縄は,HU-12シリーズの

優れた機能を拡張して作能を向_Lさせるととい二,接作件を

大中副二改善した高惟能電十顕微∃境とLて開発したものである､､

三桔に,蹄たに開発したメタル フイルム祇杭による高ノ左1ヒJ空の

i:■ナiJ主先生業置を･採用し,一一ん,磯‾寸城｢榊副空いモiれ 分解能1.4

Aを保証している.)しかも強励磁レンズを用い.ヲJi輝性尼J′一i悼

などの改良を加えて,けい丸根卜で100力‾イ盲ての明るい傾が観架

できる.､Ni結晶栴j'一條1.2Åの商才妾祝賀享の丁言+錨も作られ､/ト子安,

純品｢勺の転格の精勤が両棲内祝できるなど,煉J′･･分十領域

における動的な條観察が布端に行なえるようにな/jた､､また

自重わ試料交′牧,適止表ホ指山

計など新機能によって抹作′lTL三

も改葬され,正二範囲な加越1=昆

圧(10～125kV),付子率(100～

100‾ソナ倍)などとあし､まって多

くの1肝究分野に威力を発作L

得る稲作能な1己十指徴緒であ

り,また,分析川1五十主卿故鋭

としても広範囲な研二たに寄与

できる｡

H-500形日立高性能透過電子琵頁微量亮

オージェ電子マイクロ アナライザによる三三欠

元元素分布分析

川体試料表面の厚さ数瞬‾j′一同(5～10Å)の一元素分析を口約

として､オージュノi正J′一マイクロ アナリ シス法を開花L/∴ こ

のノブ法は,一 一次′左-‾j′-ビームコラム,イオン統,′這J′一エネルギー

分析一旨三吉,試料fiなどから構成きれるオ=ジュ一志J'一マイクロ ア

ナライザを仲川する｡試料に両得2/jm私り竺の 一次電J'一線を†jてi

射lノて,その領地から放Jllされるオーシュノi=はJ′-エネルギー ス

ペクトルかJっ,試料表巾=二巾二れする/ヒ素の1L件,伎び半1立至違

分析をするものである.一､二の分析法は,(1)微小両手どそグ)ノ亡素分

析,(2)∴次J亡ノヒ素分力子分析,(3)∴沸こノ亡ノ亡素分布分析(■イオン

エッチングを併用)などのモートでイか-㌻jすることが‾jjrf氾で,J卜

噂体表耐や薄膜断面のノ亡素分イけウナ析,1て属表内･の樗魚分析ち･

どの問題に適用可能であり,従来法に比べ厚さ分角了綿巨,｢r榊r壬

分解能ともに1,000陪改善されてし､ることが柑上主である.__.[､ズ=ま

半導体デバイスのAl電柾への旭川例で,試料表佃かごっの椎々

の深さにおける元素の∴次ノ亡分‾何の観察結果のうち,試料の

貴之初の衷向から450Åの探さの元素分布を示す._.この探さにも

りンナ亡素がAl電鰊上に残照があることが分かる｡

取▲｡～く､∋ 叶マ郡､ン

濁

半導体デバイス

アルミニウム電

極の元素分布像
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(a)アルミニウム (b)リン

=)0形シリーズ分光光度計

従来,紫外可視士或の普及形分光光性言十として､101,102,

181､191終形が好評を博し,広く臨J未検査,分析業務などに

†かHされてきたL⊃ しかL,界機稚二ごとに大きさ､外観が遠い､

似いJ捲下が懸かったリー-･邦付属占了一に‾巾二操作がないなどの不便

なノ∴-二があった､〕そこで/卜阿,二のような欠点をなく L,より

似いやすく,且つ一性能もIr-+上させた分光此度計を完成させた｡

モテル汽も新たに100形シリーズと統一-し,100-10形,100-20

形,100【21形,100-30形,100-40形,及び100-41形の6機種

をそろえ,仲川トⅠ的に応じて過′在機稗が選択できるようになっ

ている｡また碓作件､機能作を節▼一にコンパクトな外形にも

かかわノ)ずJ詩人払とに人きなセル案をとり,セル寺号内での各種

拙作が‡羊易にな/ノている｡また,着脱可能なセル ホルダ台に

土リブ′jれやすいセル:手の沈汚哺†除が簡単にできる｡つまみ一倍

はl)i川巾ニリ三【fl配置Lて･操作性を改良している｡分散素子にrlJl

l‾r仙‾1】析格J′一を用いた迷光の少ない光ヴ:系を採用したため,精

性ク)iミl古い洲1ヒが可能である｡史にAI∋SO-3レンジク)坪ほ呈(100-

20形,口121形,1司40形,何41形)によるワイドな一別石三レンジで

仙,氾二い洲Jl三をすることができる.⊃

鞠

100-40形分光光度計

高性能･高速635形言夜体タロマトグラフの完成

液体クロマトグラフィの分析時間を乍舶掠iするために､粒径

グ)′トさいカラム充唄剤を詰めた内径の′トさいカラムに､高i充

油で溶離液を送7接する手i去を採用した635形液体クロマトグラ

フを糊¥巨Lたご.

拍.て一‾占500kg/cm2で.デ･ソドボリュームの極めて′トさい高圧ポ

ンプと,抄F′1の開発によるI_卜i工ゲル♯3000シリーズの充･頃剤

を川いることに.より高過分離を実現させた｡検rH貸削ま,200～

640nmにわた1て円内に波上長が選べる披七三可変流動光J空計で,

フルスケール0.02～2.56で8段階グ)i吸光J空が測定できる｡ま

た†綜離液組成を辿プ統的に変えられるグラシエント装置,分離

を良くするためのりサイクル装置など付鳩占71との組介せによ

り,応捕範州も医典11占など生化学分野だけでなく,fナ成･有

機化ナナ物,イ†油化†!ア:などにも広げられてきた｡

滞沸三峰､

舌ヰぷ

こ頑∧山

635一丁形;夜体タロマトグラフ
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新形プロセス ガスクロマトグラフ

このガスクロマトグラフは,偶成の簡素化と小形輯らモ化を

土日｢】てJとし,更に機能と作能の向_l∴を図った｡

装置の本体部は旧形の6ユニ､ソトに対し分析一器とプログラ

マの2ユニットで偶成され,勇一諒,寸法ともに半j械されてい

る｡仕様的には旧形と同様,気体･液体の分析が叶能で,ピ

ーク伯,積分値ともに棒グラフ記鈷,打点記録及び屯子計壬‡

機転送が可能である｡また雑音と周囲i温度影苧を子成少させた

ので連続安定性能が向上し,特に水素炎イオン化形では雑書

レベルを旧形の%減少したため,よ

り微量分析が可能になった｡

防爆怖j立は従来どおりd2G｡の検

定に合格し,しかも如才ふし槽のヒー

タとそのイ米.穫装置は昭和48年ウ}倒

省で新たに設定されたスペース ヒ

ータのj構造規格に畔じており,い

っそう安全ノ性がl‾rり上している｡ま

た′卜らi温槽の砧孟_性i汁は,言十器主立のプ

ログラマに内蔵した｡キャリアガ

ス流違の設定など分析一語旨のすべて

の抹作部をド別姓茶器外に設けるな

ど†粧`､1:竹三にも細心の注意を屯､つて

いる｡

新形プロセス ガスクロマ

トグラフ(分析器)

501形日立ゼーマン水銀分析計の三完成

こ〝)分析一汁は,実主試料中に含まれる水銀を前処押なしに迅

速,且つ容易に定立できる｡すなわち,0.5ngの秘めて徴品

の水銀を検出でき,また前処理不要のために正碓煙が高い｡

この分析計は光源に磁場を印加し,ゼーマン効果によって二

つのi皮長に分裂した共鳴線とその偏光特性を用いて,バ･ソク

グラウンドロ及収を正確に補正している｡従来,実試料中の水

銀の分析には煩雑な前処理を必要としたが,この分析計はそ

の必一要がなく,そのため魚介類,ヘドロ､良き重などに含まれ

る水銀を1～2分で容易に分析できる｡原子化部には突試料

を直接や人できる熱分解カjを用いているが,高iふし恨素ふ■んい

乞毛でT与二形の炉を採用したことにより高い悦十化効率が得ら

れる｡また,測定結果は積分イ直で表示され,水銀j達が直読で

きる｡

50t形日立セーーマ

ン水銀分析計

電界放射形走査電子顕微鏡

HFS-2S形′正界放射形走瀬電子顕微鏡は,電子孝克として

従火の熱電子形う電子銃に比べ,輝腔が1,000倍高く､しか.も

理想的な点電-fl原を形成する電界放射形電子銃をf‾Hいている

ので,20kVないL25kVの加速電圧で分解能50Å以_卜の超高

分解能が得られる｡また,1kVという仕も加速電圧においても

300A程佗グ)分解能が得られ､テレビ スキャンイ象においても

150A矧真の分解能が得られるなど力11辿電圧ノ女び試料照射う電

丁充のLLい範囲にわたって高分何絹巨の條が得られる｡

ノブ,他用面で垂･安な役諮りを果た :引ま,試料i令却装

市,試料マニピュレータ,試料引出装置,ノ女びエネルギ分散

形Ⅹ線分析装道など椎々のアタッチメントの装備が吋能であ

る多機能形試料宅となっているr)

二のように, 多機能形試料三三をもつ超高分解能走康TEイ･抑

蔚′ノ
叫･触仁一書

HFS-2S形電界方丈射形走査電子昆頁徴鏡

微銭であるため,

各純のアタッチメ

ントの併用により,

例えば生三物.;Jじ料な

どにおいて従米観

察できなか一ノたこ∫じ

料微細川主追の手呪文専

による新しい知見

が和られ,多くの

分野から大きな糊

待がて寄せられてい

るr)

煙道ばい塵連続測定装置

日立スタック ダストモニタ

ばい席による大工ミ汚染のl;ガlI二を目的として,加熱炉やボイ

ラなどの発生i原では,排ガス[llのばし､鹿渡度を辿続Lて肥‡ら与

し,燃焼背理や集軽装置の運転管理を行なうため,ばい嘩辿

続測定装置の適用が強く望まれている｡二れに対し,先に,

光J枚乱方式によるANlOO形日立スタック ダストモニタを‾製l汀一

化したが,重油専焼ボイラなどでは排出値を一けた下まわる

他にまで低濃度化されてきており,測定器の高感度化が要

求されてきた｡このような安求に応ずるため,来庁しいサンプ

)jング装置を開発するとともに,大幅な改Jきを加えたANlOO-

潔く

AN】00-2形日立スタック ダスト

モニタ

2形を製品化した｡

主な柑一には二大のとおりであ

る｡

(1)1mg/Nm3程性の化も濃

度の辿続モニタリングが可

能である｡

(2)5～20m/sのガス流.辿

に対し,作意の.射二等速1吸

引サンプリングの設定が可

能である｡

(3)瞬時仲1-乍ガJ伯を併せ

て記;録し,粒度分布の測三右

も可能などのほか,大幅な

小形,降立を化が図られてい

る｡
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イヒ単調味料濃度,糖享夜,食用油色度測定用

A N200形プロセス吸光分析計

企業にとって合理的な品質管理と,省力化が人きな課題と

なっている現在,従来の人手による各精分析作業を自動化,

連続化する要望が強くなっている｡AN200形プロセスl頻光分

析計は,化学調味料製造工程における反応過程濃度の測定､

原料糖の精製工程における脱色機の痕労使測定,及び食用油

の包丁空測定などを製造工程の流れの中で,オンラインで連続

i則左するものである｡

この分析計は,サンプル液に一定波長の単色光を通過させ,

サンプル液中の光の[吸光度を測完三する岐光分析法の蝶理による

ものである｡

その主な特長は,次のとおりである｡

(1)分光系に回折格了イブレ【ティング)を使用Lているので

測定精度が高く,そのサンプルに最も適した測定波長を任意

に設定できる｡

(2)単一光源,単一検出器のダブ

ル ビーム測光方式になっているの

で,安定性に優れている｡

(3)出力信号が電流｢r_1力形となっ

ているので,分析結果の四則i寅算

も容易にできる｡

化学調味料濃度,精液･食用油色度測定

用AN200形プロセス吸光分析計

轟℡‾寸

ダ巧㌻や㌢∨‾甥
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4.4 医療機器

臨床検査室自動イヒシステム

臨床検査は血糖,コレステロールなど血液の化学的検査､

白血球･赤血球数などの血液学的検一査,血液巧i壬,梅毒などの

血i青学的検査,及び尿,神南などに関する検査があるっ

このうち特に検案依頼の頻J空が高い化ノ㌢･血液検査には自

動分析装置,及び自動血球計数器などが既に導人されておI),

'更に検査宇内の事務処巧まの合理化,すなわち検体検査宇の作

業全体のシステム化が普及している｡

日立臣尉末検査自動化システム"HILAS､■(HitachiLabor-

atory Automation Systemの略)では検体の′受付けから作紫

指示表,患者別報告吾,及び各種統計報告書の作成に至るま

で一貫したデータ処理を行なっている｡図は関東逓信病院納

めの一例である｡システムの構成は,(1)HITAClOIIコア8

K語,(2)TTY(テレタ

イプライタ),(3)PTR,

(紙テープリーグ),(4)

PTP(紙テープパンチ

ャ),(5)プリンタニ式,
(6)磁気ディスク(容量

160K語),(7)操作用オ

ペレータコンソールか

ら成っている｡
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､ここ警凄
関東逓信病院納め検査自動化システム

臨床検査用分析弓幾器新形シリーズの開発

毒を近の病院における臨床検査部門は,検査技師の不足とと

もに著しく自動化が急がれている｡これに対応するため新しい

生化学検奄用の分析機器シリーズの開発を進め,701システム光

度計及び716形自動分析装置の2機種を製品化した｡

二のシリーズでは凹画回折格-rによるスペクトルの結像位

置に10例の検知素子を配列した独白の多波長光度計を使用し

てし-る｡上な特長は,測定が多波長測光方式によるので,試料

容器のきず,汚れ,試料の濁り,不純物などの影響を少なく

した正確な測定ができることである｡

(1)701システム光度計

二の光度計は,市販の試験管がそのままL吸収セルとLて使

用でき,1本の試験管で化学反応からり及光測定まで一連の操

作が可能である｡多数の検体を短時間(100検体/8分)に自動

的に直接【吸光測定し,膿J要仙でディジタル表示される｡ほと

んどすべての試薬キット,用手法の測ち右ができ検査項目の切

換操作なども簡単にした｡

(2)716形自動分析装置

この装置は,検体数の増加に伴う臨J末検査宅の省力化を目

的とL,血液の成分を16成分同時に測定Lて120検体/hの速度

で処理可能にした｡この装置の主な伸用施設である病院の検

査部や検査センターでは,100種目以_Lの測定が行なわれてい

るが,装置の導入により仝測定作数の80%以上が処王型可能:と

なり,二れらの施設で分析の自動化,並びに精J空の向上が可

能とな/Jた｡

了Ol形システム光度計

716形自動分析装置
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等カウント スキャナ

放射件医薬品を体内投与し,その分‾布を計測してイメージ

を作るシンチグラフィにおいて,従火の等速スキャンによる

方法では検｢†1器の格助に伴ってi汁捌きれる入射ガンマ線のパ

ルス列をそのまま川いて,光源を発光させフイルム__L二に濃淡

條を作っていたので,放射線計州に避けることのできない統

i汁1'lてJて変三和を含んだ仁王綿件のイ氏い‥11iイ象であった｡､

そこで計刀叶､卜Inrを一群盤R状の川辺形(‥叫素),に1メニ切り,各

Lilii素卜で検J†=ざこ主を仲止し,･砧のi汁数伯(Ⅳ)に超するまで

の日､三川耶r)を測り,Ⅳ/r=月という計数率を計許させ,二れ

をデ【タとしてシンナグラムを作る筆力ウント スキャナを】;i+

発Lた｡ニのノJ法により,変動係数∑げ)=∂(〝)/E岬)はⅣだけで

J央まり,スキャン領域全体において一一ラ三の統計柑空で計測が

行なメっれるのでイ言根性の試し､シンナグラムを狩ることができ

る｡

これに仰せてシ

ンナグラムをテレ

ビ仲j‖川二女示し,過

当にレ〈こルをスラ

ィスして州象を解 …ま;呂…溢ご串[コ
･

;今也t l

ごIt ▲

汚…

灯することにより､

わずかな濃i炎一差を

も識別可能にL,仲

條の特徴抽汁1を苓

為にした｡

ダ

等カウント スキャナ及びマルチレベル

アナライザ

超音波ドップラー血流計測装置"EUD-4”

二の装置は,超古池探触丁を体表袖に当てるだけで,被伶

一石･になんら苦痛を与えず,体内の血i充についての情報を村る

ことができる｢超一汗披トソプラ一法+を拝卜､たものである【)

その精一には実時l‾㌻りで処理する周波数分析器を備えているこ

とで,血流速に応じて周子皮数偏移した超芹披エコーを′豊イ言し

て,連続F小二偏移周波数成分を分析する｡従って,各位印で

の血流通分竹i,及びそれの連続的変化を観察することができ

る｡"EUD-4''は,起首i使周波数5MHzを才采Jりしている｡そ

して血流速情報のほかに心7E,心芹,脈波なども同時観察で

きるようにごt体現象計i刑部を組み込んでいる｡従って,術f;3

器系疾患に対して有用な情報を得る新しい検瀬機器といえる｡

また装吊には,ラインスキャン レコーダを組み込み観察と】tり

時に連続記録もできる｡
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オートマチック ウエノレカウンタ`lRMA-1W''

シリーズの開発

ラジオイムノア､ソセイ(放射免斗別叫定ぎ去)によるJ七体の内分

泌物(_卜にホルモン)グ)微遣物門を検イ正する過不_'.三を分析し,恍

能別にシナけたユニット偶成のシステムをノ巧-え,このシステム

のi汁州ユニットとして280検体11了川二羊にセットできるす【トマナ

リクド7エルカウンタ…RMA-IW■1シり-ズをFiH発Lたぐ,ニグ)

某ii乍/＼の検体セットは,14検体を配道三できるマガジン20個を収

谷するパ･ソケージ単位で行なわれ,各棟休はパッケージl勺を

マガジン単位で縦,倍速り椎勅L,I叶走の位‾岩引二輪休が椎刺

すると検=旨許のウエル内に格送されてi汁測が行なわれ､計測

が終わるとイ剣本はノ亡の位市にプ丈きれ.次の移励が行なわれるtっ

以卜の椎ユ拘,格送を練り返えL,日動的に終検体をi汁洲する｡

.汁州データとLてはサンプル番一弓一､.汁洲イ虹
バックグラー+7ン

ト.汁州11-､帥りなどを.■lリブL､また,｢司‖寺に小川.1.槽と遠心分古雅

俄のユニットもシステムに適でナする仕様でまとめた｡

鞄鄭
"RMA-1W-ⅠIA''

を岳
"RMA-1W-ⅠIA”フ検体収容図

超音波亨L房検診装置"EUB-2”

この装置は､孔ガ､ンなど孔8泉づ吏患の早期発見を目的として

開発した超二行波断層装置である｡孔テ方+二に置かれた水槽内を

超洋沌探触子がアーク.状に自動走禿し,孔Jカ内へ放射された

パルス超譜彼のエコMを′受信して､超一汗波が横切った孔7ノjの

断伽を断層像として表示する｡

この装置は多人数の検診を考慮して,次の三拝にをも‾たせて

いる｡(1)走査位二置が自動的に移動し,5m皿のIfち‾1隔で,9断仰

の断f酬象を連続して得ることができる｡(2)電動カメラにより,

各断層像を自動的に写真記録する｡(3)記録写真I耐二検診年月

日,被検二芹番号,左右孔†方の判別マw-ク,尽び断何の順位を

示す番号がちこし込まれる｡

〆㌦恥

才でふ

超書三度乳房検

診装置
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